











































　第 2 章の典型例は「大麻」である。大麻には狂人の心象があらわれる。この情景には 1830 年
代から半ばにかけて隆盛を極めた精神医学（aliénisme）が重要な役割を演じた。著者は、1845-
























し、著者は 19 世紀のフランスを舞台にした「もう 1 つのモデル」を提示する。
　著者によれば、現在ドラッグと呼ばれるものの原型は 1925 年のジュネーブに出現した。20 世


























（ 1 ） 本紀要の表紙に示した本書の英文タイトルは評者が本書の日本語タイトルを参考にして便宜的につ
けたものである。
（ 2 ） 野口正行「書評」『こころの科学』212 号（2020 年 7 月）
（ 3 ） https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/165003/1/ybunk00601.pdf
（ 4 ） 本書の内容に準拠するものとして、渡邊拓也「薬物はいかにして『悪』と見なされるに至ったか」
松本俊彦編『アディクション・スタディーズ 薬物依存症を捉えなおす 13 章』日本評論社（2020 年）
（ 5 ） P・コンラッド／J・W・シュナイダー（進藤雄三監訳）『逸脱と医療化―悪から病いへ』ミネル
ヴァ書房（2003 年）
（ 6 ） 松村博史「書評」『図書新聞』3443 号（2020 年 4 月）
（ 7 ） 野村進「書評」『北日本新聞』（2020 年 2 月 8 日）、ほか
（ 8 ） 渡邊拓也「新型コロナの『自粛警察』が抱いている『恐怖』の構造」『現代ビジネス』（2020 年 5
月 12 日）
